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揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

〜
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
〜

【
第
十
三
回
】集
約
化
に
つ
い
て

（
揖
斐
川
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局
）
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○
平
成
20
年
10
月
か
ら
岐
阜
県
内
の
2
社
会

保
険
事
務
所
管
内
で
﹁
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
﹂

を
実
施
し
て
い
ま
す
�

　

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
に

な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
電
話
や
文
書
に
よ

る
納
付
督
励
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励

お
よ
び
保
険
料
の
収
納
業
務
は
社
会
保
険
事

務
所
職
員
や
国
民
年
金
推
進
員
が
行
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
20
年
10
月
か
ら
﹁
市
場
化
テ

ス
ト
事
業
﹂
と
し
て
一
部
の
地
域
で
民
間
事

業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
官

庁
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
の

創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
に
よ

り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
社
会
保
険
庁
（
岐
阜
社
会

保
険
事
務
局
）
か
ら
委
託
を
受
け
た
民
間
事

業
者
が
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
な
ど
で
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
行
い
ま

す
。

【
岐
阜
県
内
の
対
象
社
会
保
険
事
務
所
】

①
岐
阜
南
社
会
保
険
事
務
所

︽
管
轄
区
域
︾

　

羽
島
市
、
各
務
原
市
、
羽
島
郡

②
岐
阜
社
会
保
険
事
務
局
　
岐
阜
北
社
会
保

険
事
務
室

︽
管
轄
区
域
︾

　

岐
阜
市
、
山
県
市
、
瑞
穂
市
、
本
巣
市
、

本
巣
郡

【
保
険
料
収
納
を
行
う
民
間
事
業
者
】

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
株
式
会
社

【
民
間
事
業
者
が
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納 

　
業
務
で
個
別
訪
問
す
る
場
合
に
は
】

①
社
会
保
険
庁
長
官
が
発
行
し
た
顔
写
真
入

の﹁
納
付
督
励
員
証
明
書
﹂（
身
分
証
明
書
）

を
提
示
し
ま
す
。

②
﹁
社
会
保
険
庁
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

の
収
納
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い
る
○
○
社

の
○
○
で
す
。﹂
と
名
乗
り
ま
す
。

※
ご
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を
す
る
民
間

事
業
者
の
担
当
氏
名
な
ど
の
身
分
は
、
あ

ら
か
じ
め
社
会
保
険
庁
（
岐
阜
社
会
保
険

事
務
局
）
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料
を
お
預

か
り
し
て
保
険
料
を
収
納
す
る
場
合
は
、

お
客
様
が
保
険
料
納
付
書
を
お
持
ち
の
場

合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
納
付
書

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
に
、
民
間
事
業
者

の
担
当
者
が
現
金
を
受
け
取
り
、
領
収
書

を
発
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人
情
報
は
、

納
付
督
励
を
行
う
う
え
で
必
要
と
な
る
国

民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
情
報
に
限
定
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
取
扱
い
事
業
者
に

対
し
て
は
、﹁
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
平
成
15
年
法
律
第
57
号
）﹂
や

社
会
保
険
庁
独
自
の
取
扱
規
定
、
本
事
業

に
係
る
委
託
契
約
書
な
ど
で
、
目
的
外
使

用
や
閲
覧
、
漏
洩
、
複
写
を
禁
ず
る
な
ど
、

厳
格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
ま

す
。

　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岐
阜
南
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
５
８
︲
２
７
３
︲
６
１
６
１

　

岐
阜
社
会
保
険
事
務
局　

岐
阜
北
社
会
保  

　

険
事
務
室

　

℡
０
５
８
︲
２
９
４
︲
６
３
６
７

○
﹃
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
﹄
の
添
付
が
必
要
で
す
�

　

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
（
非
課
税
）
の
対
象
で
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す

る
と
き
は
、﹃
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
﹄
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
﹃
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
﹄
は
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
よ
く
あ
る
ご
質
問
】

Q1　
﹃
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
﹄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
月
分
以

外
の
保
険
料
を
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納

付
し
た
場
合
は
、
今
年
分
と
し
て
申
告
で

き
ま
す
か
？

A1　

今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。﹃
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
﹄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
料
額
に
、

後
か
ら
納
付
し
た
保
険
料
額
を
合
算
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
後
か
ら
納
付
し
た
保
険
料
分
の

﹁
領
収
証
書
﹂
な
ど
も
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
10
月
20
日
（
月
）
に
第
７
回
揖
斐
川
町
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
、
可

決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に

つ
い
て

　
民
法
お
よ
び
関
係
す
る
法
律
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
る
た
め
、
所
要

の
変
更
が
さ
れ
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
揖
斐
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関

し
、
次
の
区
分
の
契
約
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
工
期
は
い
ず
れ
も
平
成
21
年
７
月
10

日
で
す
。

①
建
築
工
事

　
　
　
４
億
８
９
８
２
万
５
０
０
０
円

②
電
気
設
備
工
事

　
　
　
１
億
６
０
２
５
万
６
２
５
０
円

③
空
調
設
備
工
事

　
　
　
２
億
７
９
０
万
円

④
衛
生
設
備
工
事

　
　
　
４
億
２
５
２
５
万
円

９
月

　
24
日
　
徳
山
ダ
ム
視
察
研
修

10
月

　
８
日
　
福
井
県
池
田
町
議
会
と
の
交
流
会

　
15
日
　
第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

　
20
日
　
第
７
回
臨
時
会

　
20
日
　
第
13
回
議
会
全
員
協
議
会

議 

会 

だ 

よ 

り
第
７
回
臨
時
会

議
会
活
動
報
告

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
義
務

民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金

保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
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Q2　

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
ま
し
た
が
、

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

A2　

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

は
、
納
付
し
た
方
が
そ
の
保
険
料
を
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
社
会
保
険
庁
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
】

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

IP
電
話
（
ひ
か
り
電
話
な
ど
）・
PHS
か
ら
は

　
℡
０
３
‐
６
７
４
８
‐
８
８
８
２

（
11
月
４
日
～
平
成
21
年
３
月
13
日
、
平
日

９
時
～
17
時
）

　
住
民
票
・
戸
籍
の
個
人
情
報
の
保
護
等
の

た
め
、
本
年
５
月
１
日
に
法
律
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
、
住
民
票
等
（
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
証

明
書
を
い
い
ま
す
。）
の
交
付
請
求
の
際
、『
本

人
確
認
』
を
行
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
写
真
付
き

の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
で
確
認
を
し
ま

す
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
保
険
証
や
介
護
保

険
証
、
年
金
手
帳
等
の
２
点
提
示
に
よ
っ
て
、

確
認
を
し
ま
す
。

詳
し
い
確
認
書
類
の
例
は
10
月
号
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。	

二
、
住
所
変
更
な
ど
の
届
出
や
、
婚
姻
、
協

議
離
婚
、
養
子
縁
組
、
養
子
離
縁
、
認
知
の

届
出
も
窓
口
に
来
た
方
の
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
。

戸
籍
の
届
出
に
つ
い
て

☆
婚
姻
な
ど
の
戸
籍
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ

　
届
出
は
届
出
人
の
本
籍
地
、
住
所
地
ま
た

は
所
在
地
の
い
ず
れ
か
で
で
き
ま
す
。
な
お
、

土
日
祝
日
で
も
届
出
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
住
所
変
更
は
平
日
開
庁
時
の
み
の
受

付
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

　
こ
の
た
び
、
県
と
全
市
町
村
で
は
、
住
民

税
の
納
税
義
務
者
の
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
給
与
所
得
者
に
係
る
住
民
税
の
給

与
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
方
法
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
納
付

の
手
続
き
で
す
。
具
体
的
に
は
、
給
与
を
受

け
る
従
業
員
の
方
に
代
わ
っ
て
事
業
主
の
方

が
従
業
員
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
納
め
る

と
い
う
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
に
切
り
替
え
る
と
次
の
よ
う
に

納
税
も
便
利
で
す
。

①
従
業
員
の
方
は
自
分
で
銀
行
へ
行
っ
て
納

税
す
る
手
間
が
い
り
ま
せ
ん
。

②
年
間
４
回
の
納
税
が
、
毎
月
の
給
与
天
引

き
（
年
間
12
回
）
に
な
り
、
１
回
あ
た
り

の
納
税
額
が
小
額
に
な
り
ま
す
。

③
事
業
主
の
方
に
と
っ
て
も
住
民
税
の
給
与

天
引
き
は
、
所
得
税
の
よ
う
な
難
し
い
計

算
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
こ
の
納
税
方
法
（
特
別
徴
収
）
に

な
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
こ
の
税
法

■
募
集
人
員
　
若
干 

名

■
応
募
資
格
　
揖
斐
郡
内
に
居
住
す
る
者

で
、
高
等
学
校
又
は
、
大
学
等
を
卒
業
し

た
者
（
平
成
21
年
３
月
卒
業
見
込
み
可
）

で
身
体
強
健
な
者
。
昭
和
58
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
。

■
採
用
試
験

第
１
次
試
験
　
教
養
試
験
、
作
文
等

　
日
時
　
12
月
24
日
（
水
）（
９
時
～
14
時

　
　
頃
ま
で
）

　
場
所
　
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

第
２
次
試
験
　
口
述
試
験
（
面
接
）、
体
力

　
測
定
等

日
時
　
平
成
21
年
１
月
中
旬
　（
午
前
９
時

　
～
）

　
場
所
　
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

■
発
表
　
平
成
21
年
１
月
下
旬
頃
（
応
募
者

　
に
通
知
す
る
）

■
採
用
　
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
採
用

■
受
付
期
間
　
12
月
１
日
か
ら
12
月
18
日
　

　
迄
。
８
時
30
分
〜
17
時
30
分
の
間

　（
但
し
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
消
防
本
部
総
務
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み
す
る
。
な

お
、
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
証
明
書
）

履
歴
書
、
健
康
診
断
書
（
各
保
健
所
・
公
的

病
院
）
を
添
え
て
提
出
す
る
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防

　
本
部
総
務
課

　
℡
０
５
８
５-

３
２-

０
１
１
９

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
の
お
願
い

平
成
20
年
度
揖
斐
郡
消
防
組
合

消
防
吏
員
募
集
要
項

住
民
票
・
戸
籍
の
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
特
別
徴
収
へ

の
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
手
続
き
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

　
町
民
税
係

　
℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

１２月１０日から１月５日まで
県下一斉に「年末年始地域安全運動」が

実施されます！

この運動は、年末年始における犯罪・事故の未然防止を図るため、地域住民と

自治体、関係機関、警察が相互に連携して地域安全活動をさらに推進し、

みなさんが安全で平穏な新年を迎えることを目的として実施されます。

ゆく年くる年　みんなで守ろう　地域の安全
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◎
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
21
年
１
月
の
ご
み
収
集
の
詳

細
に
つ
い
て
は
広
報
１
月
号
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
地
域
（
生
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
22
日
（
月
）、25
日
（
木
）、29
日
（
月
）、

　
平
成
21
年
１
月
５
日
（
月
）、
８
日
（
木
）

谷
汲
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
22
日
（
月
）
、
29
日
（
月
）
、
平
成
21

　
年
１
月
５
日
（
月
）、
12
日
（
月
）

春
日
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
22
日
（
月
）
、
29
日
（
月
）
、
平
成
21

　
年
１
月
５
日
（
月
）、
13
日
（
火
）

久
瀬
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
24
日
（
水
）、
30
日
（
火
）、
平
成
21

　
年
１
月
７
日
（
水
）、
14
日
（
水
）

藤
橋
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
22
日
（
月
）
、
29
日
（
月
）
、
平
成
21

　
年
１
月
５
日
　（
月
）、
13
日
（
火
）

坂
内
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
18
日
（
木
）、
25
日
（
木
）、
平
成
21

　
年
１
月
８
日
（
木
）、
15
日
（
木
）

◎
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

　
年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

殺
到
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
域

　
㈲
揖
斐
川
清
掃 

０
５
８
５-

２
２-

０
５
０
６

谷
汲
地
域

　
㈱
富
士 

０
５
８-

３
２
３-

０
４
８
５

春
日
地
域

　
㈲
揖
斐
川
清
掃 

０
５
８
５-

２
２-

０
５
０
６

久
瀬
地
域

　
中
央
清
掃
㈱
　
０
５
８
４-

２
７-

６
１
８
１

藤
橋
地
域

　
㈲
岐
北
清
掃 

０
５
８-

３
７
０-

８
４
４
８

坂
内
地
域

　
ト
バ
ナ
産
業
㈱
　
０
５
８-

３
９
８-

３
８
０
７

　
冬
期
の
ご
み
収
集
、
し
尿
の
く
み
取
り
は

天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
の
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
ほ
ぼ
100
パ
ー
セ

ン
ト
死
亡
し
、
治
療
法
が
な
い
恐
ろ
し
い
感

染
症
で
す
。

　
日
本
で
は
、
野
犬
対
策
な
ど
の
徹
底
に
よ

り
１
９
５
７
年
以
後
患
者
の
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
６
年
８
月
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
犬
に
咬
ま
れ
、
日
本
に
帰
国
後
11

月
に
狂
犬
病
を
発
病
し
、
死
亡
し
た
例
が
２

件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
は
狂
犬
病

に
よ
り
年
間
４
～
６
万
人
が
死
亡
し
て
お

り
、
欧
米
を
含
む
世
界
の
大
陸
に
現
在
も
存

在
し
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

◎
予
防
方
法
、
咬
ま
れ
た
時
の
対
応

⑴
動
物
に
手
を
出
さ
な
い
こ
と

　
日
本
で
は
、
狂
犬
病
が
撲
滅
さ
れ
て
久
し

く
、
そ
の
危
険
を
軽
視
し
が
ち
で
す
。
日
本

人
は
犬
や
猫
を
見
る
と
無
防
備
に
手
を
出

し
、
な
で
た
り
、
手
か
ら
直
接
エ
サ
を
与
え

た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
狂
犬
病
は
ほ
ぼ
世

界
中
で
見
ら
れ
、
毎
年
死
亡
者
が
出
て
お
り

ま
す
の
で
、
む
や
み
に
野
犬
や
野
良
猫
、
野

生
動
物
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

※
狂
犬
病
に
感
染
し
た
犬
の
特
徴

　
狂
犬
病
の
犬
は
む
や
み
に
歩
き
回
り
、
柱

等
の
物
体
に
咬
み
付
い
た
り
（
こ
の
時
期
の

犬
は
攻
撃
的
で
、
わ
ず
か
な
刺
激
で
咬
み
付

き
ま
す
）、
地
面
を
無
意
味
に
掘
る
、
狼
の

よ
う
な
特
徴
的
な
遠
吠
え
を
す
る
等
の
異
常

行
動
を
と
り
ま
す
。

　
ま
た
、
流
れ
る
よ
う
に
ヨ
ダ
レ
を
流
す
よ

う
に
な
り
（
唾
液
の
分
泌
の
増
加
）、
水
を

飲
む
と
、
の
ど
が
け
い
れ
ん
し
苦
し
む
た
め
、

水
を
極
端
に
怖
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
犬
以
外
の
感
染
動
物

ア
メ
リ
カ
＝
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ス
カ
ン
ク
、

コ
ウ
モ
リ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
＝
キ
ツ
ネ

ア
フ
リ
カ
＝
ジ
ャ
ッ
カ
ル
、
マ
ン
グ
ー
ス

（
猫
や
馬
、
牛
な
ど
も
感
染
し
、
感
染
源
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

⑵
咬
ま
れ
る
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
暴
露
前

接
種
）

　
旅
行
先
で
動
物
に
積
極
的
に
近
づ
く
場
合

は
、
事
前
に
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま

し
ょ
う
。
４
週
間
間
隔
で
２
回
、
６
か
月
後

に
１
回
接
種
し
ま
す
。

※
県
内
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
咬
ま
れ
た
後
の
接
種
（
暴
露
後
接
種
）

　
狂
犬
病
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
に
咬
ま
れ

た
ら
、
す
ぐ
に
傷
口
を
石
け
ん
と
水
で
よ
く

洗
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
傷
口
に
治

療
と
、
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
と
抗
狂
犬
病
ガ
ン

マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
投
与
し
ま
す
（
発
病
前
で

あ
れ
ば
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
事

前
に
予
防
接
種
し
て
い
な
け
れ
ば
合
計
６

回
、
し
て
い
れ
ば
２
回
接
種
し
ま
す
）。

　
ま
た
、
咬
ん
だ
動
物
が
飼
犬
の
場
合
は
、

犬
が
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
か
を
飼
主
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
神
戸
町
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
で
も
、
地
球
温
暖
化
防
止

と
ご
み
減
量
化
を
目
的
に
、
12
月
１
日
か
ら

レ
ジ
袋
有
料
化
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
の
店

舗
で
は
レ
ジ
袋
の
無
償
配
布
が
中
止
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
買
い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

や
マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
等
を
持
参
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
有
料
化
店
舗
名
等
に
つ
い
て
は
、

神
戸
町
民
生
部
住
民
環
境
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
神
戸
町
民
生
部
住
民
環
境
課

　
℡
０
５
８
４-

２
７-

３
１
１
１

ご
み
収
集
、
し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
に
ご
注
意
を

神
戸
町
内
の
小
売
事
業
者
に
よ
る
レ
ジ

袋
削
減
〔
有
料
化
〕
の
取
組
に
つ
い
て
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経
済
産
業
省
で
は
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
統
計
は
製

造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
企
業
、
大
学
等
で
の

研
究
資
料
や
小
中
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
記
入
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
今
年
12
月
か

ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て
花
の
苗
や
環
境
グ
ッ

ズ
な
ど
を
手
に
入
れ
よ
う
！

　
協
力
店
舗
で
レ
ジ
袋
や
紙
袋
、
ト
レ
イ
な

ど
を
断
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
、
飲
食
店
に
マ
イ
箸
を
持
参
す
る
な
ど
を

行
う
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

◎
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
交
換

　
100
ポ
イ
ン
ト
で
、
植
樹
か
苗
木
や
花
の
種
、

環
境
グ
ッ
ズ
（
天
然
せ
っ
け
ん
な
ど
）
と
交

換
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
西
濃
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
西
濃
地
域
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

℡
２
２-

１
７
３
２

　
揖
斐
高
の
生
徒
が
、
自
分
た
ち
の
手
で

育
て
た
野
菜
な
ど
を
販
売
す
る
「
揖
斐
高

シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
18
日(

木)

・
19
日(

金)

８
時
40
分
〜
17
時

■
場
所
　
樽
久
旧
店
舗
（
三
輪
５
９
０
）

※
　
そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
県
立
揖
斐
高
等
学
校

　
℡
２
２
‐
１
２
６
１

　
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー
で
は
、
揖
斐

郡
内
の
こ
こ
ろ
の
病
気
の
方
の
ご
家
族
に
、

こ
こ
ろ
の
病
気
の
方
の
支
援
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
　
12
月
３
日
（
水
）

	

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所
　
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　
講
演
『
親
の
高
齢
化
と
本
人
の
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
』

　
講
師
　
養
南
病
院
　
相
談
課
長

	

精
神
保
健
福
祉
士 

岡
崎 

勝
彦
氏

【
お
問
い
合
せ
先
】
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン

　
タ
ー
　
衛
生
健
康
課
健
康
増
進
担
当

　
℡
３
２-

１
５
３
０

　
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
希
望
の
多
く
あ
り
ま
し
た
襖
・
障
子

の
張
替
え
を
今
年
か
ら
新
し
い
事
業
と
し
て

承
っ
て
お
り
ま
す
。
張
替
え
し
た
綺
麗
な
襖
・

障
子
で
新
年
を
む
か
え
ま
せ
ん
か
？
高
齢
に

な
っ
て
、
ま
た
忙
し
く
、
手
の
ま
わ
ら
な
い

方
ぜ
ひ
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆ 

会
員
募
集

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。（
年
会
費
と
ホ
ル
ダ
ー
代

の
２
１
０
０
円
が
必
要
で
す
）
健
康
と
生
き

が
い
の
た
め
に
、
ま
た
特
技
・
資
格
を
活
か

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
気

軽
に
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
で
は
12
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
清
掃
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
㈳
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

　
人
材
セ
ン
タ
ー
　
℡
２
３-

０
９
０
７

揖
斐
高
シ
ョ
ッ
プ
開
店
！

家
族
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

～
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
～

　

工
業
統
計
調
査
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

西
濃
地
域
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
つ
い
て

（
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林
良
夫
さ
ん
（
北
方
３
区
）
野
菜
・
里
芋

だ
る
ま
堂
製
菓
（
株
）
様
（
谷
汲
名
礼
）

あ
ら
れ

揖
斐
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
代
表

大
野
泰
弘
さ
ん
（
島
） 
と
う
も
ろ
こ
し

　
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
役
場
へ

　
10
月
16
日
（
木
）、ア
ー
ボ
株
式
会
社
（
谷

汲
名
礼
）
の
代
表
取
締
役
杉
村
和
敬
さ
ん

よ
り
教
育
の
振
興
の
た
め
に
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
10
月
21
日
（
火
）、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の

Ｆ
Ｃ
岐
阜
が
豪
雨
災
害
義
援
金
を
揖
斐
川

町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金
は

Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催
時
に
来

場
者
か
ら
募
っ
た
厚
志
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン

の
小
峯
隆
幸
選
手
か
ら
宗
宮
町
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【お問い合せ先】

いびがわ　特産品シリーズ　　　　センブリ（リンドウ科）
　センブリは「千振」ですから千回煎じてもまだまだ苦みがあるという意味です。いかに苦いかが
解ります。センブリの名前にはもう一つトウヤクがあります。「当薬」の意味で之を飲めばよく効
くのでこれこそ当に薬（マサニクスリ）であるの名前が生まれました。センブリは秋になれば陽地
に開花してます。高さ 15 センチから 20 センチの可愛い草本です。白い花はなかなか落ちません。
果実になっても花弁が残っています。センブリは秋に花を咲かせる 2 年草ですから、咲いているセ
ンブリの周辺部を探すとセンブリの稚苗が見つかります。これは来年の秋に花を付けます。センブ
リは苦味成分を含みその成分が薬効を発揮します。消化不良、苦味健胃薬になります。少ない量で
効果がでますから、旅行には持参して腹痛になったときにはセンブリを嘗めることです。また強肝
作用があるので悪酔いや二日酔いの時にも役に立ちます。昔からセンブリには殺虫効果のあること
が知られています。屏風の張り替えには糊にセンブリの煎じた液を混ぜて裏打ちすれば虫に食われ
ないようです。また子供の肌着をセンブリの煮汁で染めておくとのみやしらみから肌を守ることが
出来ます。猫の大好物であることと、苦み成分に発毛効果があることも特筆せねばなりません。

　（岐阜薬科大学名誉教授　水野 瑞夫）

「初雪時、スリップ事故は
通常の約２倍」

近年、冬タイヤ非装着によるスリッ

プ事故が多発しています。事故は

自他ともに傷つくだけでなく、深

刻な交通渋滞を引き起こす原因と

なります。

「冬タイヤ・滑り止め装置」の早期

装着は、安全で円滑な交通を確保

するための運転者ひとり一人の大

切な交通マナーです。

揖斐警察署・岐阜県揖斐土木
事務所・揖斐川町
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